


新採職員入組式令和４年度

　ＪＡ茨城むつみは４月１日、本店で令和４年度
の新規採用職員８名の入組式を開きました。
　関根芳朗組合長は「分からないことは納得する
まで先輩方に聞いてしっかりと学び知識をつけ、
組合員さんや地域の方々から信頼されるような職
員になってほしい」と期待を寄せました。
　新採職員を代表し、総和支店に配属になった青

木拓陸さんが「社会に出たてで未熟者だが、採用
して頂いた幸せを十分にかみしめながら組合員の
皆様のために全力を尽くしたい」と謝辞を述べま
した。
　新採職員は３カ月の試用期間を終えたあと、７
月に本採用を迎える予定です。

新規採用職員ですこれ
からよろ

しくお願いします
令和４年

青　木　拓　陸 髙　橋　真　樹 千　葉　さらら 大　場　愛　未

菅　谷　来　海 吉　田　健　人

( )総 和 支 店 ( )境 支 店 ( )総務企画部総務企画課 ( )五 霞 支 店

( )営 農 部 営 農 指 導 課 ( ) ( )猿島地区営農センター
鈴　木　理　鼓
( )猿 島 中 央 支 店

一　木　　　健
( )三 和 支 店
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窓
口
担
当
者
・
推
進
担
当
者

コ
ン
ク
ー
ル
で
受
賞

　
Ｊ
Ａ
茨
城
む
つ
み
は
令
和
３
年
度
推
進
担
当

者
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
茨
城
県
信
連
が
主
催
し
た
も
の
で
、

窓
口
担
当
者
と
信
用
事
業
推
進
担
当
者
の
部
門

で
職
員
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　
窓
口
担
当
者
で
は
塚
田
萌
海
さ
ん
、
人
見
彩

香
さ
ん
、
青
柳
茉
依
さ
ん
、
信
用
事
業
推
進
担

当
者
で
は
金
久
保
祐
輝
さ
ん
、
江
澤
玲
美
さ
ん
、

小
島
彩
楽
さ
ん
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

令
和
４
年
産
春
白
菜

現
場
目
ぞ
ろ
え
会
開
催

　
Ｊ
Ａ
茨
城
む
つ
み
三
和
地
区
野
菜
生
産
部
会
は
４

月
４
日
、
三
和
地
区
営
農
セ
ン
タ
ー
集
荷
場
に
て
令

和
４
年
産
春
白
菜
目
ぞ
ろ
え
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
同
部
会
の
久
保
部
会
長
は
「
寒
さ
が
続
き
生
育
が

心
配
さ
れ
て
い
た
が
現
段
階
の
品
質
は
良
好
。
品
質

格
差
が
で
な
い
よ
う
に
し
っ
か
り
と
目
を
合
わ
せ
最

後
ま
で
良
品
出
荷
を
継
続
し
て
い
き
た
い
」
と
意
気

込
み
ま
し
た
。

　
同
地
区
の
春
白
菜
の
出
荷
は
３
月
中
旬
か
ら
ス
タ

ー
ト
し
て
お
り
、
４
月
下
旬
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
５
月

中
ま
で
続
く
見
込
み
で
す
。

「
ぬ
く
も
り
」の
帰
り
道
に「
お
花
見
」

　
寒
さ
和
ら
ぎ
春
の
日
が
到
来
、
桜
前
線
が
た
ど
り
着

く
と
や
が
て
桜
が
一
斉
に
満
開
と
な
っ
た
4
月
初
め
、

外
で
の
お
花
見
も
な
か
な
か
落
ち
着
い
て
眺
め
る
こ
と

の
で
き
な
い
こ
の
状
況
下
デ
イ
サ
ー
ビ
ス「
ぬ
く
も
り
」

で
は
利
用
者
の
皆
さ
ん
を
天
気
の
い
い
日
を
見
て
送
迎

車
で
の
帰
り
道
に
近
く
の
お
花
見
ス
ポ
ッ
ト
「
さ
か
い

ふ
れ
あ
い
の
里
」
や
「
桜
土
手
」
の
桜
並
木
を
通
り
、

車
窓
か
ら
満
開
の
桜
を
「
さ
り
気
な
く
」
堪
能
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。
陽
光
に
照
ら
さ
れ
た
桜
並
木
は
キ
ラ
キ

ラ
と
輝
き
、
眺
め
る
車
内
か
ら
「
綺
麗
だ
ね
」「
見
事
に

咲
い
て
い
る
ね
」
と
歓
声
が
上
が
っ
た
り
、
じ
っ
く
り

新
入
児
童
へ
交
通
安
全
帽
子
寄
贈

　
Ｊ
Ａ
茨
城
む
つ
み
は
３
月
25
日
、
境
町
役
場
で
境
町
の

令
和
４
年
度
の
新
小
学
１
年
生
約
２
０
０
名
分
の
交
通
安

全
帽
子
を
寄
贈
し
ま
し
た
。
昭
和
51
年
度
か
ら
寄
贈
し
、

46
年
続
け
て
い
ま
す
。

　
交
通
安
全
帽
子
は
児
童
の
交
通
安
全
の
た
め
、
Ｊ
Ａ
全

国
共
済
連
県
本
部
が
新
入
学
児
童
に
毎
年
無
料
で
配
布
し

て
い
ま
す
。
今
年
は
同
Ｊ
Ａ
境
地
区
常
任
理
事
の
関
稔
常

任
理
事
、
境
支
店
の
山
田
久
満
支
店
長
が
境
町
の
忍
田
暢

男
教
育
長
へ
手
渡
し
ま
し
た
。

　
忍
田
暢
男
教
育
長
は
「
児
童
た
ち
が
黄
色
い
帽
子
を
か

ぶ
っ
て
小
学
校
に
登
校
す
る
風
景
を
見
る
と
、
児
童
た
ち

の
安
全
確
保
へ
の
取
り
組
み
に
気
が
引
き
締
ま
る
。
町
と

し
て
も
引
き
続
き
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

境町へ交通安全帽子寄贈

　
関
稔
常
任
理
事
は
「
今
後
も
地
域
の
皆
様
の
安
全
・
安
心
の
た
め
、
地
域
貢
献
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

ぼ
ん
や
り
眺
め
た
り
と
み
ん
な
様
々
に
お
花
見
を
し
て
清
々
し
い
気
持
ち
で
帰
っ
て
い
き
ま
し

た
。
桜
は
儚
く
も
皆
さ
ん
の
気
持
ち
を
癒
す
不
思
議
な
花
。
来
年
の
春
こ
そ
は
満
開
の
桜
並
木

の
中
を
散
歩
し
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。



令和４年産米出荷契約取りまとめ中令和４年産米出荷契約取りまとめ中

ＪＡグループ茨城・ＪＡ茨城むつみ

飼料用米等に取組むメリット

飼料用米等の取組を通じて、
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イネ縞葉枯病による被害

ヒメトビウンカ

雄 雌

令
和
４
年
３
月
31
日

●

報
告
事
項

１
）
令
和
４
年
２
月
末
各
事
業
実
績
に
つ
い
て

２
）
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
委
員
会
の
報
告
に
つ
い
て

３
）
将
来
５
ヵ
年
の
収
支
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
　

４
）
組
合
員
資
格
別
の
事
業
利
用
状
況
に
つ
い
て

５
）
Ａ
Ｌ
Ｍ
委
員
会
の
報
告
に
つ
い
て

６
）
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
基
本
方
針
の
変
更
に
つ
い
て

７
）
令
和
３
年
度
余
裕
金
運
用
実
績
報
告
お
よ
び
債
権
銘
柄
別
損
益
評
価

に
つ
い
て（
第
４
四
半
期
）

８
）
２
０
２
２
年
度
農
業
資
金
行
動
計
画
実
施
要
領
に
つ
い
て

９
）
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
ロ
ー
ン（
基
金
協
会
型・Ｋ
Ｈ
Ｌ
保
証
型・三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ

ニ
コ
ス
保
証
型
）融
資
要
項
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

10
）
Ｌ
Ａ
活
動
要
領
及
び
管
理
要
領
の
一
部
変
更
及
び
追
加
に
つ
い
て

11
）
令
和
３
年
度 

下
期
内
部
監
査
結
果
に
つ
い
て

12
）
令
和
３
年
度 

内
部
監
査
年
間
業
務
活
動
報
告
書
に
つ
い
て

13
）
令
和
３
年
度 
内
部
監
査
の
品
質
に
関
す
る
内
部
評
価
報
告
書
に
つ
い
て

14
）
令
和
３
年
度 
全
般
統
制
に
関
す
る
評
価
報
告
書
に
つ
い
て

15
）
令
和
３
年
度 
下
期
監
事
監
査
結
果
報
告
に
つ
い
て

16
）
令
和
３
年
度 
下
期
監
事
監
査
顛
末
に
つ
い
て

17
）
令
和
３
年
度 

監
査
報
告
書（
独
立
監
査
人・監
事
）に
つ
い
て

●

付
議
事
項

第
１
号
議
案
　
令
和
４
年
度
通
常
総
代
会
の
招
集
及
び
提
出
議
案・書
面

議
決
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て（
案
）

第
２
号
議
案
　
令
和
３
年
度
の
決
算
関
係
書
類
及
び
部
門
別
損
益
計
算
書

の
承
認
に
つ
い
て（
案
）

第
３
号
議
案
　
Ｊ
Ａ
役
員
賠
償
責
任
保
険
契
約
の
締
結
に
つ
い
て（
案
）

第
４
号
議
案
　「
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
基
本
方
針
」の
変
更
の
有
無
に
つ
い

て（
案
）

第
５
号
議
案
　
取
引
の
リ
ス
ク
評
価
書
の
定
例
改
正
に
つ
い
て（
案
）

第
６
号
議
案
　
育
児
介
護
休
業
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い
て（
案
）

第
７
号
議
案
　
職
制
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い
て（
案
）

第
８
号
議
案
　
令
和
４
年
度 

運
用
計
画
額
お
よ
び
余
裕
金
運
用
方
針
に
つ

い
て（
第
１
四
半
期・年
次
）（
案
）

第
９
号
議
案
　
貸
出
金
利
率
表
の
一
部
改
正
に
つ
い
て（
案
）

第
10
号
議
案
　
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
経
営
戦
略
シ
ー
ト
の
策
定
に
つ
い
て（
案
）

第
11
号
議
案
　
施
設
整
備
計
画
に
つ
い
て（
案
）

令
和
４
年
３
月
30
日

●

報
告
事
項

１
）
令
和
３
年
度
内
部
監
査
外
部
確
認
報
告
に
つ
い
て

２
）
令
和
３
年
度
下
期
内
部
監
査
結
果
に
つ
い
て

３
）
令
和
３
年
度
内
部
監
査
年
間
業
務
活
動
報
告
書
に
つ
い
て

４
）
令
和
３
年
度
内
部
監
査
の
品
質
に
関
す
る
内
部
評
価
報
告
書
に
つ
い
て

５
）
令
和
３
年
度
全
般
統
制
に
関
す
る
評
価
報
告
書
に
つ
い
て

●

付
議
事
項

第
１
号
議
案
　
令
和
３
年
度
下
期
監
事
監
査
結
果
報
告
書
に
つ
い
て（
案
）

第
２
号
議
案
　
令
和
３
年
度
下
期
監
事
監
査
顛
末
に
つ
い
て（
案
）

第
３
号
議
案
　
会
計
監
査
人
の
報
酬
に
関
す
る
同
意
に
つ
い
て（
案
）

第
４
号
議
案
　
独
立
監
査
人
監
査
報
告
書
に
つ
い
て（
案
）

第
５
号
議
案
　
監
査
報
告
書（
第
28
事
業
年
度
の
理
事
の
職
務
の
執
行
監

査
）に
つ
い
て（
案
）

第
２
回
監
事
会
だ
よ
り

第
２
回
理
事
会
だ
よ
り

⬇タテのカギ
二重マスの文字をA～Eの順に並べてできる言葉は何でしょうか？

１
２
３
４
６
８
10

12
14
16
18

５月４日はー。国民の祝日です
３拍子の曲に合わせて踊ります
野球のグラウンドに四つあります
調理中の料理から一口分を取って……
食事制限などで体重を減らすこと
ちらしやにぎりがあります
柱・傷・５月５日・ちまきから連想される
童謡
届いた手紙のーを切った
バスやタクシーから降りること
屋外で写生するときに机代わりにする道具
マニキュアを塗るところ

１

３
５
６
７
９
11
13
15
17
19
20
21

➡ヨコのカギ

３月号の答え

ハナショウブとカキツバタはーをつける
のが難しい
擬餌鉤（ぎじばり）の一種です
米国の通過単位
ーの前の小事
ーの余地もないほど混み合った会場
商品を並べて売る場所
料理長をフランス語でいうと
あごや鼻の下に生えます
高校の最寄り駅までのー定期券を買った
ジェラシー、焼きもちともいいます
プリンセス・ミチコという品種がある花
カキツバタに似た花が咲きます
燃料ガスや酸素などを詰めます

①
解
答

②
氏
名
、住
所
、職
業
、年
齢
、Ｔ
Ｅ
Ｌ

③
Ｊ
Ａ
、
そ
の
他
に
関
す
る
ご
意
見
、

　
ご
要
望
、
と
っ
て
お
き
の
情
報
、

　
旅
行
で
行
き
た
い
と
こ
ろ
、
な
ど

　
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

④
一
番
興
味
を
持
っ
た
記
事
は
、ど
れ

　
で
す
か
。

境
町
長
井
戸
二
三

Ｊ
Ａ
茨
城
む
つ
み

  
総
務
企
画
課
　
行

404060363

　はがき・メール・FAX のいずれかで、上記の①～④の事項を
もれなくご記入の上、ご応募ください。
　E-mail：jamutsumi.kikakuka1@ja-ibaraki.jp
　FAX：0280（87）6630（総務企画課行とお書きください。）

〈
応
募
方
法
〉

☆
宛
先
は…

境
町
長
井
戸
23
番
地

　
　
　
Ｊ
Ａ
茨
城
む
つ
み
総
務
企
画
課

　
●

締
め
切
り
　
５
月
31
日
（
必
着
）

　
●

正
解
者
の
中
か
ら
、
抽
選
に
よ
り

　
６
名
の
方
に
わ
く
わ
く
プ
レ
ゼ
ン
ト

　（
Ｊ
Ａ
取
り
扱
い
商
品
）を
差
し
上
げ

　
ま
す
。
奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　第337号の答えは、「ネンドマツ」でした。
次の方が当選されました。おめでとうございます。
● 関根　彩乃 ● 間中香咲実 ● 横川　和男
● 香取　幸枝 ● 塚原　　勝 ● 真船かおり

当
選
者

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ
ネ ン ド マ ツ

薬剤名

ダントツ粒

エクシード
フロアブル
なげこみ
トレボン

規格

３kg

　500ml

300ｍl
(50ｍl
×６)

使用量または
希釈倍数

３kg/10a

60～150㍑/10a
2000倍

水溶性容器
10個(500ml)を
投げ入れる

処理目安
残効

６月中下旬
残効：21日＊

６月下旬
残効：14日＊

６月中下旬
残効：21日＊

価格
（税込）

2,663円

6,091円

1,892円

使用時期
使用回数

収穫７日前
散布３回以内

収穫７日前
散布３回以内

５葉期以降
収穫21日前
３回以内おすすめ!

　イネ縞葉枯病は、ヒメトビウンカが媒介するウイ
ルス病です。一度発病すると治療する薬剤・方法は
なく、多発すると大きな減収を招きます。

　管内では年々ヒメトビウンカ越冬世代幼虫の保毒
虫率（ウイルスを持っている虫の割合）が高くなって
います。
　育苗箱施薬を行っていない水田や、残効の短い殺
虫剤（ダントツ粒剤※など）を育苗箱へ施薬した圃場
では、被害の拡大や十分な効果が発揮されない可能
性があります。
（※ただし、育苗箱施薬専用の「ダントツ箱粒剤」「ス
タウトダントツ箱粒剤」はウンカ類に有効です。）
　下記農薬による防除を推奨します。

防除のポイント

縞葉枯病とは

★なげこみトレボンは容器を投げるだけで手間が少ないためおすすめです。

本田でもイネ縞葉枯病（ヒメトビウンカ）対策
を徹底しましょう！
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長寿バンザイ

むつみ
の

料理帖
むつみ
の

料理帖
むつみ
の

料理帖

昭和７年５月４日生まれ　90歳
五霞地区

中 村 裕 亮さん第13回

Ｑ．思い出に残るエピソードは？
Ａ．昭和41年から進められた地元の
圃場整備に携わり、たいへん苦労
したことを思い出します。その当
時はどこの圃場の面積も記憶して
いました。今では４号バイパスに
圏央道も通り、自宅から見える景
色がずいぶん変わって新鮮です。

 
Ｑ．長寿の秘訣は何ですか？
Ａ．昭和52年からトマト栽培を始め
て45年になります。今でも収穫
を手伝い、手入れもやっているか
ら体が丈夫なんです。それに好き
嫌いなくなんでも食べる事です。 

材料（一人分）
・ふっくらむつみごはん
　（パックごはん）………１パック
・アスパラ………………10ｇ
・しらす…………………大さじ１
・めんつゆ（３倍濃縮）…小さじ１/２
・白いりごま……………１/２
・かつお節………………少々
・塩………………………少々

①アスパラを枝豆くらいの大きさに細かく切る。
②耐熱容器に①とめんつゆ、塩を入れレンジで１分加熱する。
③すべての食材をボウル等に入れ切るように混ぜる。
④お茶碗に盛り付ければ完成！
☆さしまの息吹とも相性バッチリ！是非お試し下さい！

今でもトラクターに乗って畑を耕している元気な中村さん、これからも健康に気を付けて過ごして下さい。

ナカ　　 ムラ　　ユウ　　 スケ

提供
総和地区　女性職員一同

【
作
り
方
】
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境 支 店
五霞支店
古河支店

☎0280―87―3604
☎0280―84―0003
☎0280―48―1854

総 和 支 店
三 和 支 店
猿島中央支店

☎0280―92―0103
☎0280―76―0017
☎0280―88―0251


